
令和８年度（2026年度）第１回後志地域いじめ問題等対策連絡協議会は、このまとめを基に、
各機関との一層の連携を図り、いじめの防止や不登校の解消に係る取組を充実させていきます。

子どもも含めていじめに向き合い、各機関が連携してよりよい環境の確立に向けた取組を推進していくことが大切

令和８年(2026年)２月13日（金）、後志合同庁舎において、管内に
おける生徒指導上の諸課題への対策の推進を図ることを目的として
「令和７年度(2025年度)第２回後志地域いじめ問題等対策連絡協議
会」を開催しました。会議には、警察や人権擁護委員協議会などか
ら21名が出席し、各機関での取組や連携の在り方について、協議を
行いました。会議の主な内容は次のとおりです。

後志地域いじめ問題等対策連絡協議会事務局（後志教育局）

小樽市立北陵中学校
「子どもが安心して学ぶことができる環境の確立」
発表者：北陵中学校生徒会の皆さん

○ 発表の概要
・北陵中学校では、生徒会が中心となり、全校生徒が「いじめ
について考える取組」を意図的に設定している。

・「いじめ防止サミット」は、北陵中校区の小学校２校と連携
して行い、３校で話し合った内容を全校生徒に伝えている。

・「絆づくりメッセージコンクール」に全校生徒で取り組んだ
結果、192点が集まった。生徒会がつくった「そだてよう 相手をおもいやる いいこころ」は、
後志管内最優秀賞に選ばれた。

・「人権教室」は、１～３年生の縦割りで行っている。「いじりといじめの境界は？」「いじめを
なくすためには？」というテーマで話し合い、理解を深めた。

・様々な活動を通して、「言葉遣いが柔らかくなった」「授業への集中力が増した」等の効果が、
先生方から聞かれた。

・これからも、生徒会を中心として、いじめの問題について考える取組を進めたい。

後志管内の学校による実践発表
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○ 各機関において、学校と連携した取組を進めることができた。
○ 令和７年度、人権擁護委員協議会では、人権教育や道徳教育におい
て、学校訪問をする機会を多くもつことができた。

● 教職員が、いじめについて、自分事として捉えることができる取組を
進めていく必要がある。

● 各学校での取組を充実させることはもとより、各機関が連携すること、
また、保護者も含めた地域全体での取組を進めていく必要がある。

各所属における取組の成果（○）と課題（●）

○ 参加者からの感想
・北陵中学校だけでなく、小学生も一緒にいじめについて考え、意見交
換することは、安心して学べる環境にするために効果的だと感じた。

・生徒会が主体となって、いじめの問題に向き合う様々な機会を創出す
るだけでなく、全校生徒に共有し、自分事として捉えられるようにし
ており、大変感銘を受けた。

全道にも広めたい！

様々な職種の方と
意見交流ができて

大変勉強になりました！

集合での参加者とオンラインでの参加者がつながって交流しました
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